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建学の精神
「
自
律
自
彊
」

「
実
学
実
践
」

「
創
意
創
新
」

「
宇
内
和
親
」

大学の理念

『人類愛の存するところ
技術への愛もまた存する』



工
学
部

�

��

�

情
報
学
部

�

西
洋
の
国
々
に
、
い
ち
早
く
交

流
の
窓
を
開
い
た
長
崎
。
こ
の
長

崎
の
街
に
私
た
ち
の
長
崎
総
合
科

学
大
学
は
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

「
自
己
の
確
立
」「
も
の
づ
く
り

と
実
行
力
」「
新
技
術
の
開
発

力
」「
世
界
的
視
野
の
保
持
」
を

建
学
の
精
神
と
し
て
、
時
代
と
社

会
の
要
請
に
応
え
、
大
学
と
し
て

果
た
す
べ
き
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
日
に
あ
っ
て

は
、
豊
か
さ
の
享
受
の
対
価
と
し

て
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
情
報
の
氾
濫
、

格
差
社
会
の
拡
大
な
ど
難
し
い
対

応
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
学
は
、
こ
う
し
た
今
日
的
な

諸
課
題
に
取
り
組
み
、「
技
術
」

「
情
報
」「
環
境
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
基
礎
学
力
の
さ
ら
な
る
充

実
と
多
面
的
な
展
開
を
図
り
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
大
学
力
の
向

上
と
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た

大
学
が
、
地
域
と
の
連
携
を
と
お

し
て
評
価
さ
れ
、
持
続
可
能
な
地

域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
学
は
次
の
よ

う
な
学
生
を
求
め
ま
す
。

１

知
的
好
奇
心
が
旺
盛

で
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人

２

特
定
の
教
科
や
分
野

に
優
れ
、
そ
れ
を
本
学
で

発
揮
し
よ
う
と
す
る
人

３

高
い
志
を
持
ち
、
社

会
性
が
豊
か
で
本
学
で
学

ぶ
意
欲
を
明
確
に
持
つ
人

工
学
部
は
、
人
類
社
会
に
共
通
の

人
間
的
諸
価
値
を
追
求
し
て
工
学
的

に
実
現
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
の
構
築
に
貢
献
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
学
部
は
次
の
よ

う
な
学
生
を
求
め
ま
す
。

１

知
的
好
奇
心
が
旺
盛
で
、
自

ら
工
学
的
課
題
を
見
つ
け
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
人

２

も
の
づ
く
り
が
好
き
で
、
科

学
技
術
に
興
味
を
も
ち
、
本
学

部
で
さ
ら
に
能
力
を
向
上
さ
せ

よ
う
と
す
る
人

３

高
い
志
を
持
ち
、
も
の
づ
く

り
の
専
門
知
識
を
活
か
し
て
社

会
に
貢
献
し
た
い
人

船
舶
工
学
科

船
舶
工
学
科
は
、
船
と
海
に
関
す

る
専
門
知
識
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、

優
れ
た
船
舶
を
設
計
建
造
で
き
る
技

術
者
や
海
洋
の
環
境
を
保
全
し
活
用

す
る
優
れ
た
専
門
家
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
学
科
は
次
の
よ

う
な
学
生
を
求
め
ま
す
。

１

船
や
海
の
好
き
な
人

２

学
ん
だ
専
門
知
識
を
通
じ
て

国
際
的
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

る
主
体
的
な
学
習
意
欲
を
持
っ

た
人機

械
工
学
科

機
械
工
学
科
は
、
製
造
業
を
中
心

に
、
現
代
社
会
に
役
立
つ
も
の
づ
く

り
に
貢
献
で
き
る
技
術
者
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
学
科
は
次
の
よ

う
な
学
生
を
求
め
ま
す
。

１

機
械
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
好
き

で
、
能
力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
た

い
人

２

環
境
に
優
し
い
も
の
づ
く
り

を
通
し
て
、
世
の
中
の
た
め
に

な
る
こ
と
を
し
た
い
人

電
気
電
子
工
学
科

電
気
電
子
工
学
科
は
、
専
門
的
能

力
を
も
っ
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
電

気
・
電
子
技
術
者
並
び
に
医
療
電
子

技
術
に
関
す
る
専
門
家
を
育
成
し
ま

す
。そ

の
た
め
に
、
本
学
科
は
次
の
よ

う
な
学
生
を
求
め
ま
す
。

１

電
気
工
学
、
電
子
工
学
、
臨

床
工
学
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
教

科
の
基
礎
学
力
が
あ
る
人

２

広
範
囲
な
事
象
に
対
し
て
強

い
好
奇
心
を
持
ち
、
電
気
・
電

子
技
術
並
び
に
医
療
電
子
技
術

を
活
用
し
て
社
会
に
貢
献
し
た

い
と
強
く
希
望
す
る
人

建
築
学
科

建
築
学
科
は
、
人
間
の
諸
活
動
を

支
え
る
住
居
、
建
築
、
都
市
空
間
を

創
造
し
、
安
全
で
文
化
的
な
社
会
環

境
づ
く
り
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成

し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
学
科
は
次
の
よ

う
な
学
生
を
求
め
ま
す
。

１

基
礎
的
学
力
を
も
ち
、
建
築

や
住
ま
い
に
興
味
と
関
心
が
高

い
人

２

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
で
、

専
門
的
感
性
や
知
識
を
求
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

高
め
た
い
人

情
報
学
部
は
、
多
様
な
立
場
か
ら

情
報
技
術
を
活
用
で
き
る
と
と
も
に
、

学
際
的
見
地
か
ら
情
報
と
既
存
シ
ス

テ
ム
の
融
合
を
図
り
、
高
度
情
報
化

社
会
の
要
請
に
柔
軟
に
対
応
し
う
る

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
学
部
は
次
の
よ

う
な
学
生
を
求
め
ま
す
。

１

情
報
技
術
の
習
得
を
め
ざ
す

強
い
意
志
を
持
つ
人

２

基
礎
学
力
を
大
切
に
し
、
自

ら
の
能
力
を
伸
ば
そ
う
と
す
る

人
３

課
題
を
発
見
し
、
そ
の
解
決

に
向
っ
て
努
力
す
る
人

知
能
情
報
学
科

知
能
情
報
学
科
は
、
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
て
、
よ
り
高
度
な
シ
ス

テ
ム
の
開
発
、
人
間
と
機
械
の
融
合

及
び
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑

化
を
実
現
で
き
る
情
報
技
術
者
を
育

成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
学
科
は
次
の
よ
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�

人
間
環
境
学
部

別
科
日
本
語
研
修
課
程

う
な
学
生
を
求
め
ま
す
。

１

人
間
の
知
能
や
心
に
関
心
が

あ
り
、
新
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
ロ
ボ
ッ
ト
の
創
造
に
夢
を

持
っ
て
い
る
人

２

情
報
技
術
の
活
用
と
と
も
に
、

感
性
と
想
像
力
を
活
か
し
た
情

報
の
デ
ザ
イ
ン
を
め
ざ
す
人

経
営
情
報
学
科

経
営
情
報
学
科
は
、
企
業
活
動
全

体
を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
る
確
か

な
情
報
技
術
を
身
に
つ
け
た
経
営
管

理
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
本
学
科
は
次
の
よ

う
な
学
生
を
求
め
ま
す
。

１

企
業
や
経
営
へ
の
関
心
が
あ

り
、
企
業
や
経
営
に
つ
い
て
、

深
く
学
び
た
い
と
い
う
意
欲
を

持
っ
て
い
る
人

２

情
報
技
術
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

情
報
技
術
の
経
営
へ
の
活
用
を

め
ざ
す
人

人
間
環
境
学
部
は
、
人
間
と
環
境

の
持
続
可
能
な
共
生
を
め
ざ
し
、
循

環
型
環
境
社
会
に
寄
与
で
き
る
高
い

環
境
意
識
と
応
用
技
術
を
も
っ
た
人

材
の
育
成
を
学
部
の
理
念
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
従
来

の
特
化
し
た
専
門
領
域
に
こ
だ
わ
る

こ
と
な
く
、
環
境
と
文
化
の
相
互
関

係
を
文
理
両
面
か
ら
幅
広
く
総
合
的

に
探
求
し
、
環
境
へ
の
責
任
を
担
い

う
る
人
格
と
環
境
問
題
の
実
践
的
解

決
能
力
を
有
す
る
人
材
の
育
成
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
人
間
環
境
学
部
は

次
の
よ
う
な
学
生
を
求
め
ま
す
。

１

文
系
分
野
、
又
は
理
系
分
野

に
関
す
る
基
礎
的
学
力
を
有
し
、

自
主
的
か
つ
主
体
的
な
学
習
態

度
を
有
す
る
人

２

環
境
分
野
に
関
す
る
強
い
関

心
と
学
習
意
欲
を
持
ち
、
自
ら

環
境
問
題
を
発
見
・
解
決
す
る

意
欲
の
あ
る
人

３

環
境
に
関
す
る
知
識
・
技
術

を
修
得
し
、
将
来
、
社
会
貢
献

に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て
い
る

人

別
科
日
本
語
研
修
課
程
は
、
日
本

の
大
学
に
入
学
を
希
望
す
る
外
国
人

に
学
部
課
程
を
履
修
す
る
た
め
に
必

要
な
日
本
語
を
教
授
し
、
あ
わ
せ
て

全
般
的
な
基
礎
学
力
の
向
上
を
は
か

る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
別
科
は
次
の
よ
う

な
留
学
生
を
求
め
ま
す
。

１

日
本
で
の
進
学
や
研
究
を
目

的
と
し
、
日
本
文
化
理
解
へ
の

意
欲
溢
れ
る
人

２

異
文
化
に
お
け
る
生
活
・
勉

学
体
験
を
通
し
、
国
際
交
流
に

貢
献
し
た
い
と
希
望
す
る
人

Point
1

実験を通して、材料・機械・流
体・熱力学など機械工学に不可欠
な基礎知識を学ぶ。

Point
2

４力学の基礎知識をもとに高度な
機械技術を修得し、メカトロニク
スの領域まで学ぶ。

Point
3

メカフォーラムの授業によるもの
づくりを体験し、工学の基礎を確
かなものとする。

機械工学科工学部

Point
1

環境を様々な分野から総合的に文
系・理系両面から学んでいく。

Point
2

フィールドワークやケーススタ
ディなど実践的な活動により問題
解決能力を身につける。

Point
3

プレゼンテーション能力・コミュ
ニケーション能力を身につける。

環境文化学科
・地域学コース

人間環境学部

Point
1

モノを動かすエネルギーとしての
電気を幅広く学び、次世代エネル
ギーの開発を目指す。

Point
2

コンピュータ社会を担う電子をソ
フト面・ハード面から考え、高度
情報化社会を支える技術を学ぶ。

Point
3

工学的知識と医学的知識を学び、
高度化した医療機器を扱う医療従
事者を目指す。

各
学
科
の
学
び
の
ポ
イ
ン
ト

・造船技術コース・海洋フロンティアコース
舶工学科船工学部

Point
1
「企業」における経営管理の方法
とともに、情報技術の活用につい
て学ぶ。

Point
2
「起業」を目指す人にとって必要
な経営や金融・法律に関する知識
を身につける。

Point
3
「基業」の重要な柱であるWeb
やデータベース等の情報技術を学
ぶ。

営情報学科経情報学部

Point
1

構造・室内空間等を工学的に解明
し、都市計画等のデザイン的側面
までトータルに学ぶ。

Point
2

現代的建築物から歴史的建造物を
調査・研究し、クリエイティブな
感性を養う。

Point
3

住居の歴史や計画・設計、インテ
リアデザイン、住宅問題と住宅政
策等を体系的に学ぶ。

Point
1

興味とものづくりの感動を得なが
ら、船舶がどのように造られるか
を学ぶ。

Point
2

船づくりのための基礎知識からス
テップして専門知識まで学ぶ。

Point
3

海と船と人間の関わりを通して、
居住空間・海洋空間をデザインす
る。

Point
1

情報をデザインしよう！
プログラミングを基礎とする情報
技術を学び未来をつくる。

Point
2

人間の感性の仕組みや知識を学び、
それをデジタルコンテンツやロ
ボットとして具現化する。

Point
3

電子機器の頭脳となるアナログ・
デジタル混載 LSI（大規模集積回
路）設計技術を学ぶ。

知能情報学科情報学部

電気電子工学科
・医療電子コース

工学部

・住居学コース
築学科建工学部
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見

方

■
入
学
式

４
月
３
日
、
本
学
体
育
館
で

２
０
０
８
年
度
長
崎
総
合
科
学

大
学
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
桜
が
満
開
の
中
、

新
た
な
学
生
を
迎
え
た
。

林
一
馬
学
長
が
大
学
院
工
学

研
究
科
博
士
課
程
３
名
、
同
修

士
課
程
１９
名
、
学
部
２
３
２
名
、

別
科
日
本
語
研
修
課
程
１９
名
の

入
学
を
許
可
し
た
。

入
学
生
を
代
表
し
て
、
大
学

院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
環
境

計
画
学
専
攻
の
早
川
直
毅
さ
ん
、

人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学
科

の
桃
原

笑
さ
ん
、
留
学
生
を

代
表
し
て
情
報
学
部
経
営
情
報

学
科
のT

hant
Z

in
W

in

さ
ん

■
新
任
教
職
員
の
紹
介

今
年
の
４
月
、
本
学
に
新
た
に
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
加
わ
っ
た
教
職
員
を
紹

介
し
ま
す
。

こ
の
他
、
教
員
配
置
が
あ
り
ま
し
た

の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
４
月
１
日
付
】

□
小
嶺

忠
敏

教
職
課
程
・
特
任
教
授

□
花
岡

哲

教
職
課
程
・
特
任
教
授

（
入
試
統
括
部
長
）

�
名
前

�
所
属
・
職
名

�
趣
味

�
抱
負
な
ど
一
言

�
男
性
合
唱
、
ギ
タ
ー
、
川
柳
、

ス
ケ
ッ
チ
、け
ん
玉
、テ
ニ
ス
他

�
『
若
い
人
達
と
将
来
の
夢
を
語

れ
る
事
が
楽
し
み
で
す
。
経
営

と
は
、
人
間
を
追
及
す
る
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
は
、

そ
の
時
そ
の
時
、
様
々
の
意
思

決
定
を
し
ま
す
。講
堂
前
に「
三

本
の
樹
」、
切
り
倒
す
こ
と
な

く
遺
そ
う
と
決
め
た
人
の
思
い

は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？
』

�
テ
ニ
ス
・
読
書
・
ド
ラ
イ
ブ
等

�
『
新
任
の
教
官
で
す
が
、
学
生

と
と
も
に
野
外
研
究
と
作
物
栽

培
の
実
習
を
し
な
が
ら
研
究
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』

�
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
、
剣
道
、
居
合

道
、
冗
談
を
考
え
る
こ
と

�
『
本
学
学
生
の
英
会
話
力
を
、

県
内
の
大
学
で
一
番
に
し
た
い
。

「
行
列
の
で
き
る
研
究
室
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
質
問
や
相

談
で
訪
れ
る
学
生
や
地
域
、
行

政
、
企
業
、
英
語
教
育
関
係
者

で
ご
っ
た
が
え
す
よ
う
な
研
究

室
に
し
た
い
』

�
最
近
の
医
療
業
界
で
の
動
向
の

中
で
病
院
内
で
の
責
任
の
所
在

の
明
確
さ
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
臨
床
工
学
技
士
は

医
療
機
器
の
操
作
及
び
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
面
で
病
院
内
で
リ
ス

ク
を
軽
減
す
る
上
で
非
常
に
重

要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
今

後
益
々
需
要
は
高
ま
っ
て
い
く

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

最
低
限
必
要
な
知
識
と
最
大
限

の
効
果
を
も
た
ら
す
知
識
の
構

築
に
重
き
を
置
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

�
水
泳
、
ゲ
ー
ム

�
『
３
次
元
Ｃ
Ｇ
に
よ
る
伝
統
芸

能
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化

な
ど
に
つ
い
て
研
究
を
行
っ
て

い
ま
す
。
長
崎
に
は
様
々
な
伝

統
文
化
が
残
っ
て
い
る
の
で
、

学
生
の
皆
さ
ん
と
共
に
元
気
よ

く
楽
し
く
、
文
化
的
な
価
値
の

あ
る
「
情
報
・
も
の
つ
く
り
」

の
活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。』

�
登
山
、
球
を
使
わ
な
い
競
技

�
『
現
在
、
日
本
の
建
築
構
造
は

木
造
、
鉄
骨
造
、
Ｒ
Ｃ
造
が
主

流
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
私

の
研
究
室
で
は
新
し
い
建
築
構

造
を
開
発
し
、
そ
れ
が
生
み
出

す
空
間
を
社
会
に
提
案
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
若
い
学
生

た
ち
の
発
想
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。』

�
マ
ラ
ソ
ン
・
旅
行
・
映
画
鑑

賞
・
ス
キ
ー

�
『
工
業
高
校
で
培
っ
た
技
能
・

技
術
を
若
者
に
伝
継
し
て
行
き

た
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。』

入学式の際、
サークル PR�

入学式の際、
サークル PR�

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ
ＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷ
ＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦＦ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ
ＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥ

オオ バ カズヒコ

�大場 和彦
�人間環境学部
環境文化学科
教授
博士（農学）

チェ ジ ヨン

�崔 智英
�情報学部
知能情報学科
講師
博士（芸術工学）

ス ヤマ ヒロ キ

�陶山 裕樹
�工学部
建築学科
助教

タカモリ ヨシノリ

��森 良知
�工学部
電気電子工学科
助教

フジサワユウイチロウ

�藤澤雄一郎
�情報学部
経営情報学科
特任教授

ヤマ ダ セイゴウ

�山田 聖剛
�工学部
共通教育センター
准教授

ミヤゾエ フミ オ

�宮副 文雄
�工学部
電気電子工学科
助手
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が
挨
拶
し
、
情
報
学
部
知
能
情

報
学
科
の
岩
永
拓
真
さ
ん
が

「
本
日
、
私
達
は
長
い
歴
史
と

自
然
に
満
ち
溢
れ
た
長
崎
総
合

科
学
大
学
に
入
学
を
許
可
さ
れ

ま
し
た
。
新
入
生
一
同
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私
達
新

入
生
は
、
諸
先
生
方
、
先
輩
方

か
ら
の
教
え
を
自
分
の
力
に
変

え
、
ま
た
友
人
と
の
出
会
い
に

よ
り
成
長
し
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
に
な
る
こ
と
を
目
指
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
日
々
全
て

の
こ
と
に
真
摯
に
取
り
組
み
、

知
恵
を
磨
き
、
技
術
を
身
に
つ

け
て
向
上
し
て
い
く
こ
と
を
誓

い
ま
す
。」
と
宣
誓
し
た
。

翌
４
日
か
ら
は
、
共
通
教
育

セ
ン
タ
ー
の
英
語
の
プ
レ
ス
メ

ン
ト
テ
ス
ト
や
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
問
診
票
・
エ
イ

ズ
講
話
、
事
務
局
な
ど
の
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
、「
交
通

講
話
」「
消
費
者
教
育
講
座
」

「
ご
み
問
題
に
関
す
る
講
座
」

が
行
わ
れ
、
大
学
生
と
し
て
の

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

�
読
書
・
音
楽
鑑
賞

�
『
一
人
一
人
の
生
徒
の
た
め
に

一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。』

�
散
歩
・
映
画
鑑
賞

�
『
夢
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
く
こ
と
。
目
標
を
持
っ
て

立
ち
向
か
う
姿
勢
を
貫
い
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

実
現
で
き
る
よ
う
に
…
。
生
徒

と
共
に
一
歩
一
歩
前
進
し
て
行

き
た
い
で
す
ね
。』

史上初の
女性執行委員長に
就任した林田侑子さん
「笑顔の集まる大学へ。。。
皆さん応援して下さいね

（＾o＾）／」

昨年１２月に行われた学生自治会
新旧交代式において、本学史上初
の女性執行委員長が誕生しました。
高校には「生徒会」がありますが、
大学の学生自治会は、それとは
少々性格が異なり、もっと個人の
自主性、自由が尊重され、また個
人の創造、工夫、エネルギーが生
かされる場です。執行委員会は学
生自治会を代表してその会務を行
います。
今回、執行委員長となった林田
侑子さん（工学部建築学科住居学
コース３年生、長崎商業高校出身）
に今後の抱負などインタビューし
ました。

学生自治会は、執行委員会役員
が中心となって活動しますが、全
学生の関心と協力が必要となりま
す。どのような行事を行うにして
も執行委員会役員だけではできる
ものではありません。みんなが一
致団結してこそ学園行事は円滑に
行われ、盛大なものになるのです。
笑顔で頑張る彼女たちを大学みん
なでサポートしていきましょう�

本学史上初�
学生自治会に女性執行委員長が誕生！

特別インタビュー
林田侑子学生自治会執行委員長
「笑顔が集まる大学へ」

Ｑ．長崎総合科学大学（NiAS）はどんなとこ
ろですか？

Ａ．自由なところですかね。また、男女がとて
も仲良しな大学だなと感じます。いろんな
意味で勉強しやすい環境がとても整ってい
ると思います。

Ｑ．執行委員長としてどんな大学にしていきた
いですか？

Ａ．行事やイベントがますます盛り上がって、
学生さんたちが思い出に残る楽しい大学生
活が送れるような大学を目指していきたい
です。
そのためにもいつも笑顔が集まる大学にな
れるよう、私自身が笑顔で頑張って行きた
いと思っています。

Ｑ．執行委員長としての抱負は？
Ａ．みんなで楽しくいつでも笑顔で活動してい
きたいです。
個人的には人前で話すことが苦手なので克
服していきたいです。
先生方ともたくさん話をしたりして、より
よい大学にしていきたいです。そのために
も、学生の皆さんひとりひとりのご協力を
お願いします。

Ｑ．本学学生の皆さんへ
Ａ．学生自治会のメンバーは現在４名とメン
バー不足に悩んでいます。
自治会に少しでも興味を持った人はぜひ一
度自治会室に遊びに来てみて下さい。
みんなで楽しい大学生活を送れるように頑
張っていきましょう。
もちろん、笑顔で（＾＾）v

執行委員のメンバー
委員長：林田 侑子さん（写真左下）

（工学部建築学科３年生）
会 計：若杉 紫織さん（写真右上）

（工学部建築学科３年生）
書 記：吉村真奈美さん（写真左上）

（工学部建築学科３年生）
学 友：成田 愛さん（写真右下）

（工学部建築学科３年生）

入学式の際、
サークルＰＲ�

サダカタ トシカズ

�定方 敏和
�附属高等学校
教諭

ノ グチ チ カ

�野口 千香
�附属高等学校
常勤講師

学生自治会執行委員新旧交代式

学生自治会では
メンバー募集中
です！
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特集
本
学
の
大
学
院
、
工
学
部
、
人
間
環
境
学
部
、
別
科
日
本

語
研
修
課
程
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
課
程
を
無
事
修
了

し
、
３
月
１４
日
、
卒
業
式
・
修
了
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
就
職
し
て
社
会
に
旅
立
つ
者
、
さ
ら
に
研
究

を
深
め
進
学
す
る
者
、
さ
ま
ざ
ま
な
旅
立
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
長
崎
総
合
科
学
大
学
で
学
び
、
友
と
遊
ん
だ
、
そ
れ

ら
の
一
つ
一
つ
が
糧
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
進
む
道
を
邁
進
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
、
彼
女
ら
が
卒
業
を
前
に
学
園
生
活
を
振
り
返
り
、

思
い
出
な
ど
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

学
長

林

一
馬

今
、こ
の
学
園
で
の
様
々
な
思
い
が
去
来
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。あ
る
い
は
こ
の
４
月
か
ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
に
対

す
る
期
待
や
、場
合
に
よ
っ
て
は
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。楽
し
か
っ
た
こ
と
や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
、同
時
に
辛
か
っ
た

こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

４
月
か
ら
の
門
出
に
あ
た
っ
て
、新
し
く
経
験
さ
れ
る「
働
く
」と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

動
詞
で
働
く
、名
詞
で
労
働
と
か
、仕
事
。英
語
で
は
普
通

「w
ork

」と
直
ぐ
頭
に
浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、同
時
に
こ
れ

に
よ
く
似
た
言
葉
に「labor

」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
も

や
は
り
労
働
、仕
事
、働
く
こ
と
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
の
２
大
政
党
の
労
働
党
は「the

L
abour

Party

」と
い

い
ま
す
か
ら
、「w

ork

」と
同
様
に
有
用
な
言
葉
で
す
が
、こ
の「la-

bor

」に
は
辛
い
仕
事
、苦
し
い
労
働
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る

の
で
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
文
化
人
類
学
者
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
と
い
う
方
は

「
労
働
と
は
、神
が
人
間
に
与
え
た
罰
で
あ
る
」と
い
う
言
い
方
を
し

て
い
ま
す
。我
々
日
本
人
、あ
る
い
は
東
洋
人
に
は
、ち
ょ
っ
と
理
解

し
難
い
と
こ
ろ
で
す
。で
す
か
ら
彼
ら
に
と
っ
て
労
働
か
ら
解
放
さ

れ
る
余
暇
、レ
ジ
ャ
ー
、バ
カ
ン
ス
と
い
っ
た
も
の
に
異
様
な
執
着
を
見

せ
ま
す
。こ
れ
は
そ
の
事
の
裏
返
し
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。ま
た
、労

働
に
対
す
る
賃
金
を
求
め
る
と
い
う
概
念
も
そ
こ
か
ら
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、先
ず
人
類
は
人
間
の
労
働
を
軽
減
す
る
た
め
に
家
畜

と
い
う
制
度
を
起
こ
し
、あ
る
い
は
一
部
の
人
間
を
家
畜
同
様
に
扱

う
奴
隷
と
い
う
制
度
を
起
こ
し
ま
し
た
。そ
れ
が
数
千
年
間
続
い

た
と
思
い
ま
す
。近
代
社
会
に
な
っ
て
家
畜
や
奴
隷
を
機
械
に
置
き

私
に
と
っ
て
大
学
生
活
は
、
涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
、

今
考
え
れ
ば
と
て
も
充
実
し
た
大
学
生
活
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

一
番
の
思
い
出
と
い
え
ば
、
ペ
ー
ロ
ン
で
す
。
私
は
、

一
年
生
の
頃
か
ら
ず
っ
と
ペ
ー
ロ
ン
を
し
て
き
ま
し
た
。

毎
日
走
っ
た
り
、
筋
ト
レ
を
し
た
り
、
そ
の
時
は
と
て

も
辛
か
っ
た
け
ど
、
今
振
り
返
る
と
良
い
思
い
出
で
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
、
友
達
、
仲
間
を
大
切
に
し
、
大

学
生
活
を
笑
っ
て
元
気
よ
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

私
の
思
い
出
は
、
大
学
所
有
の
船
舶
の
整
備
や
地
域

の
子
供
達
を
招
待
し
て
ヨ
ッ
ト
で
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
な
ど

を
行
い
、
海
に
関
す
る
事
を
多
く
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た

事
で
す
。
本
学
で
学
ん
だ
事
を
生
か
し
て
、
海
の
治
安

を
守
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
い
、
４
月
か
ら
本
学
で
研

究
生
と
し
て
勉
強
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。

最
後
に
後
輩
の
皆
さ
ん
へ
、
就
職
は
人
生
の
中
で
大

事
な
事
で
す
。
例
え
難
し
く
て
も
、
諦
め
ず
に
続
け
る

事
が
大
切
で
す
。
だ
か
ら
、
諦
め
ず
に
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
。

大
学
生
活
で
の
思
い
出
は
、
友
達
が
多
く
で
き
、
一

緒
に
遊
び
、
飲
み
、
騒
い
だ
こ
と
で
す
。

大
学
院
に
進
学
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、

大
学
生
活
で
遊
ん
だ
分
、
大
学
院
で
は
勉
強
に
専
念
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
生

か
し
て
造
船
所
で
設
計
に
就
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
後
輩
の
皆
さ
ん
へ
、
何
事
も
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
て
生
活
を
す
れ
ば
時
間
も
有
効
に
使
え
、
充
実
し
た

大
学
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

長
崎
に
来
て
か
ら
の
４
年
間
、
私
の
学
生
生
活
を
充

実
さ
せ
、
支
え
て
く
れ
て
い
た
の
は
、
多
く
の「
仲
間
」

の
存
在
で
し
た
。
そ
の
「
仲
間
」
の
存
在
で
様
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
、
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
も
、
学
生
生
活
を
支
え
て
く

れ
た
「
仲
間
」
を
大
切
に
し
、
社
会
で
も
新
し
い
「
仲

間
」
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
、
是
非
、
残
り
の
学
生
生
活
で
、

か
け
が
え
の
な
い
「
仲
間
」
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

見方 �出身 �卒業学部・学科 �進路先

タカハシ マサ ト

高橋 雅人さん
�兵庫県
西宮今津高校

�工学部
船舶工学科

�本学大学院研究生

ミヤバラ ヤスシ

宮原 康さん
�長野県
北部高校
�工学部
機械工学科
�日本コンピュータ�

ヒラ タ ヒロノリ

平田 大徳さん
�福岡県
泰星高校

�工学部
電気電子情報工学科

�シグマトロン�

コウ ノ ヤスノリ

河野 泰典さん
�愛媛県
今治東高校
�工学部
船舶工学科
�本学大学院
生産技術学専攻
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換
え
、人
間
は
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

機
械
文
明
が
求
め
た
も
の
は
、経
済
に
基
づ
く
効
率
性
の
問
題
、

あ
る
い
は
機
械
の
規
格
化
、さ
ら
に
は
製
品
の
品
質
化
で
す
。そ
の

時
に
人
間
の
労
働
は
、全
体
を
計
画
し
た
り
、設
計
し
た
り
す
る

一
部
の
人
と
、そ
れ
以
外
の
プ
ロ
セ
ス
を
生
産
し
て
い
く
大
半
の
労

働
者
と
い
う
も
の
に
分
化
し
ま
す
。そ
し
て
分
化
は
ど
ん
ど
ん
際
限

な
く
進
ん
で
い
き
ま
す
。

近
代
文
明
は
進
化
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。戻
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。常
に
革
新
、改
善
、改
良
を
要
し
、ま
す
ま
す
労
働
に
携
わ
る

者
が
そ
の
中
の
部
分
化
、断
片
化
、場
合
に
よ
っ
て
は
歯
車
化
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
現
代
社
会
に
お
い
て
は
そ
う
い
う
工
業
、機
械
と
い
う
も

の
か
ら
情
報
化
、高
度
情
報
化
の
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。そ
の

結
果
ど
う
な
る
か
。プ
ロ
セ
ス
が
不
確
か
、見
え
な
く
な
る
と
い
う

現
象
が
起
こ
っ
て
き
ま
し
た
。皆
さ
ん
が
使
っ
て
い
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な

ど
の
機
器
は
ど
の
様
な
演
算
を
し
て
い
る
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。こ

れ
ま
で
の
ソ
ロ
バ
ン
や
筆
算
で
は
計
算
の
過
程
が
見
え
ま
し
た
。プ
ロ

セ
ス
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、今
や
そ
れ
は
も
う
見
え
ま
せ
ん
。

高
度
化
、高
速
化
は
よ
り
早
く
な
っ
て
い
ま
す
。コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

進
歩
は
一
年
に
二
倍
と
言
わ
れ
、１０
年
後
は
今
の
約
千
倍
の
速
さ

の
技
術
と
付
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
れ
は
人
類
に
多
く
を

も
た
ら
す
と
同
時
に
ま
す
ま
す
歯
車
化
、あ
る
い
は
全
体
が
見
え

な
い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

２１
世
紀
は
そ
う
い
う
時
代
で
あ
り
、そ
の
中
で
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
の
職
業
人
と
し
て
生
き
て
い
く
わ
け
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、今
、手
作
り
、手
仕
事
と
い
う
こ
と
が
改
め
て

見
直
さ
れ
、機
械
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
物
以
上
の
価
値
を
認
め
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
現
在
の
技
術
に
ど
う
組
み
込
ん
で
い
く

か
、こ
れ
が
上
手
く
い
け
ば
人
間
は
も
う
一
度
全
体
と
関
わ
れ
る

労
働
に
従
事
す
る
道
筋
が
拓
け
て
こ
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
工
業
製
品
は
い
か
に
差
別
化
を
は
か
る
か
の
重
要

な
要
目
と
し
て「
デ
ザ
イ
ン
」が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。携
帯
電
話
、

車
、カ
メ
ラ
、ど
れ
を
取
っ
て
も
性
能
的
に
差
は
な
く
、消
費
者
は
少

し
で
も
格
好
の
良
い
、身
に
持
っ
て
恥
ず
か
し
く
な
い
、誇
れ
る
、今

や
性
能
以
上
に
デ
ザ
イ
ン
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。ひ
ょっ
と
す
る
と

工
業
化
、情
報
化
社
会
の
先
に
来
る
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま

す
。「Work

」は
、言
葉
の
中
に「
努
力
す
る
」が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。そ

の
意
味
で
は「
罰
と
し
て
の
仕
事
」で
は
な
く
、「
試
練
と
し
て
の
仕

事
」。製
品
を
作
る
た
め
に
努
力
し
、同
時
に
自
己
形
成
、人
間
形

成
に
関
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
の
激
動
の
社
会
に
出
る
に
あ
た
っ
て
、こ
の
こ

と
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

大
学
４
年
間
は
、
色
々
な
経
験
が
で
き
た
日
々
で
し

た
。
学
内
で
は
、
４
年
生
の
前
期
に
ゼ
ミ
で
取
り
組
ん

だ
建
築
学
会
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
皆
と
意
見
を
出

し
合
い
完
成
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
こ
そ
が
大
事
だ
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
他
、
就
職
活
動
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
に
し
て
も

自
分
の
動
き
や
人
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
物
事
が
進

ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
４
年
間
は
良
く
も
悪
く
も
自
分
の
活
動
し

だ
い
で
す
。
悔
い
の
な
い
４
年
間
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ア
ッ
と
い
う
間
の
大
学
生
活
で
し
た
。
大
学
の
４
年

間
で
沢
山
の
人
に
出
会
い
、
支
え
ら
れ
た
お
陰
で
非
常

に
有
意
義
な
４
年
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
４
年
間
で
出
会
っ
た
人
々
は
僕
に
と
っ
て
宝
物
で

す
。
皆
さ
ん
も
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
胸
を
張
っ
て
こ
れ
は
頑
張
っ
た

と
言
え
る
モ
ノ
を
見
つ
け
て
欲
し
い
で
す
。
こ
ん
な
に

時
間
を
自
由
に
使
え
る
の
も
大
学
生
の
特
権
。
勉
強
す

る
な
り
、
遊
ぶ
な
り
、
悔
い
の
残
ら
な
い
学
生
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

学
生
生
活
を
振
り
返
る
と
、
短
か
っ
た
の
で
す
が
、

と
て
も
中
身
の
濃
い
も
の
だ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
一
年

生
の
夏
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
出
会
う
キ
ッ
カ
ケ
が

あ
り
、
な
ん
と
な
く
参
加
し
た
こ
と
に
よ
り
人
生
観
が

変
化
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
専
門
性
を
活
か
し
、
海
外
で
も
働
い
て
み

た
い
と
い
う
希
望
の
基
、
春
か
ら
社
会
人
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
が
、

大
学
生
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
楽
し
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

課
題
な
ど
に
追
わ
れ
、
い
つ
の
間
に
か
卒
業
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
建
築
学
海
外
研
修
に
参
加
し
て
日

本
と
違
う
文
化
を
学
び
、
設
計
課
題
で
は
自
由
に
作
成

す
る
こ
と
が
で
き
、
建
築
一
色
で
過
ご
し
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
社
会
人
に
な
り
不
安
が
な
い
と
言
っ
た

ら
嘘
で
沢
山
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
勉
強
し

て
き
た
こ
と
は
無
駄
に
な
ら
な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

ど
ん
ど
ん
成
長
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
、
努
力
す
れ
ば
い
つ
か
必
ず
報
わ
れ

ま
す
。
そ
の
日
を
目
指
し
て
こ
つ
こ
つ
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

オ グリ テッペイ

小栗 徹平さん
�佐賀県
武雄青陵高校
�工学部
建築学科
��イチケン

タカ ダ ヒロユキ

高田 博行さん
�長崎県
長崎東高校

�工学部
建築学科

��ニトリ

オ ダ ザキユウ コ

小田崎裕子さん
�長崎県
長崎工業高校

�工学部
建築学科

�長崎県庁

スズタニシンイチロウ

鈴谷信一郎さん
�長崎県
長崎工業高校
�工学部
電気電子情報工学科

�五洋建設�
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大
学
で
の
４
年
間
は
、
入
学
し
た
時
は
長
く
感
じ
ま

し
た
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
ア
ッ
と
い
う
間
で
し
た
。

特
に
４
年
生
で
は
卒
業
論
文
な
ど
あ
り
、
忙
し
く
、
よ

り
一
層
早
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
思
い
出
に
あ
る

の
は
、
研
究
室
の
人
達
と
行
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
行
事
で

す
。
私
は
あ
ま
り
そ
う
い
う
こ
と
を
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

学
生
時
代
は
学
業
も
大
切
で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
遊
ん
だ
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
充
実
し
た

４
年
間
を
過
ご
し
て
下
さ
い
。

大
学
に
入
学
し
て
か
ら
の
４
年
間
は
、
小
・
中
・
高

校
生
の
時
よ
り
も
随
分
と
短
く
、
そ
し
て
な
に
よ
り
楽

し
い
も
の
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
私
は
社
会
人
と
な
り
ま
す
。
私
は
就
職
活

動
で
割
り
と
苦
労
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
れ
は
早
い
段
階
か
ら
狙
い
を
定
め
て
行
動
し
た

結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
も
、
就
職
に
限
ら
ず
、
遊
び
も
含
め

何
に
で
も
、
思
い
た
っ
た
ら
即
行
動
に
移
す
く
ら
い
が

ち
ょ
う
ど
良
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

大
学
生
活
の
思
い
出
は
多
く
の
人
と
の
出
会
い
で
す
。

そ
れ
で
私
は
造
大
祭
実
行
委
員
に
入
っ
た
り
、
ま
た
、

建
築
学
科
で
の
教
会
堂
模
型
製
作
な
ど
、
今
ま
で
自
分

に
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
、
新
し
い
自
分
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

社
会
人
に
な
っ
て
も
、
人
と
の
出
会
い
や
関
わ
り
を

大
切
に
し
、
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。

後
輩
の
み
な
さ
ん
、
こ
の
大
学
生
活
４
年
間
で
新
し

い
自
分
を
見
つ
け
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

大
学
時
代
で
力
を
注
い
だ
の
は
、
弓
道
部
と
ア
ル
バ

イ
ト
、
地
域
と
の
協
働
活
動
「
地
域
通
貨
」
で
し
た
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
ア
ッ
と
い
う
間
に
４
年
間
が
終
わ

り
、
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
部

活
や
活
動
を
行
っ
て
い
く
中
で
人
と
し
て
大
き
く
成
長

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
、
今
し
か
な
い
学
生
生
活
を
楽
し

ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
得
た
も
の
は
こ
れ
か
ら
も
役

立
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
悔
い
の
残
ら
な
い
よ
う
に

大
学
を
仲
間
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

４
年
間
の
大
学
生
活
は
楽
し
く
過
ぎ
て
ア
ッ
と
い
う

間
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
番
思
い
出
に
残
っ

て
い
る
の
が
、
３
年
生
で
行
っ
た
建
築
学
海
外
研
修
で

し
た
。
初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
素
晴
ら
し
い
建
築

物
を
沢
山
見
る
こ
と
が
で
き
、
外
国
の
文
化
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
社
会
に
出
て
、
大
学
で
培
っ
た
知
識
を

フ
ル
に
使
っ
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
、
色
々
と
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
が
大
学
で
過
ご
し
た
４
年
間
は
と
て
も
充
実
し
た

も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
友
達
や
先
生
方
な
ど
多
く
の

素
敵
な
方
た
ち
と
出
会
え
た
か
ら
で
す
。
そ
の
出
会
い

の
お
陰
で
多
く
の
考
え
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
自
分

の
世
界
が
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
、
大
学
４
年
間
は
長
い
よ
う
で
と

て
も
短
い
も
の
で
す
。
将
来
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
考

え
、
自
分
な
り
の
目
標
を
持
っ
て
過
ご
し
て
い
っ
て
く

だ
さ
い
。
目
標
を
持
つ
こ
と
は
、
と
て
も
大
事
な
こ
と

で
す
。

スギモトユウ ジ ロウ

杉本祐二郎さん
�長崎県
口加高校
�工学部
機械工学科
��高田工業所

ワタナベ マ リ コ

渡辺真理子さん
�長崎県
諫早東高校
�工学部
建築学科
��浜松建設

サ ナカ タク ヤ

佐仲 琢也さん
�長崎県
長崎南山高校
�工学部
建築学科
��大和建設

サキヤマ ナオ ヤ

崎山 直也さん
�長崎県
壱岐高校

�工学部
機械工学科

��アビスト

ナカムラ サチ コ

中村 祥子さん
�長崎県
西陵高校

�人間環境学部
環境文化学科

�マックスバリュ
九州�福岡

コ ガネマルダイスケ

小金丸大介さん
�長崎県
長崎南山高校

�工学部
経営システム工学科

��長崎ケーブルメ
ディア
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大
学
生
活
で
の
思
い
出
は
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
で
す
。

い
つ
も
ホ
ッ
ケ
ー
ば
か
り
や
っ
て
ま
し
た
。
３
年
生
で

キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
、
人
を
ま
と
め
る
事
の
大
変
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
本
学
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
あ
り
、
充

実
し
た
部
活
生
活
が
送
れ
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
営
業
マ
ン
に
な
り
ま
す
。

後
輩
の
皆
さ
ん
へ
何
か
一
つ
で
も
趣
味
を
見
つ
け
て

熱
中
す
れ
ば
、
充
実
し
た
大
学
生
活
が
送
れ
ま
す
。
ま

た
、
４
年
生
で
単
位
取
得
に
追
わ
れ
な
い
よ
う
に
３
年

生
ま
で
に
頑
張
っ
て
。
本
当
に
大
変
で
す
…
…
。

私
の
学
生
生
活
の
思
い
出
は
学
生
自
治
会
活
動
で
す
。

私
は
一
年
生
の
時
か
ら
体
育
会
に
入
り
、
３
年
生
で
は

体
育
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体
育
会

で
は
前
期
・
後
期
の
体
育
総
会
や
年
に
一
度
の
体
育
大

会
な
ど
、
大
変
な
仕
事
が
多
か
っ
た
で
す
が
、
友
人
や

後
輩
の
協
力
も
あ
り
、
何
と
か
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

４
月
か
ら
は
住
宅
資
材
の
卸
会
社
で
働
き
ま
す
が
、

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
後
輩
の
み
な
さ
ん
も
悔
い
の
残
ら
な
い
、
自
信

を
持
て
る
学
生
生
活
に
し
て
く
だ
さ
い
。

長
い
よ
う
で
短
か
っ
た
大
学
生
活
に
も
、
い
よ
い
よ

終
止
符
を
迎
え
ま
す
。
将
来
は
数
学
の
教
師
に
な
る
こ

と
が
目
標
で
、
３
年
の
後
期
か
ら
は
、
平
日
は
大
学
に
、

土
日
は
教
員
採
用
試
験
対
策
の
た
め
に
専
門
学
校
に
通

い
ま
し
た
。
大
学
と
の
両
立
は
、
寂
し
さ
や
孤
独
に
負

け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
仲
間
と
励
ま
し
あ
っ
た
毎

日
は
、
こ
れ
か
ら
の
私
の
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

春
か
ら
は
、
夢
だ
っ
た
教
師
に
な
り
ま
す
。
生
徒
た

ち
の
良
き
手
本
と
な
る
教
師
を
目
指
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
一
生
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

４
年
間
の
大
学
生
活
は
、
私
に
と
っ
て
と
て
も
充
実

し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
環
境
に
対
す
る
意
識
や
知

識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
沢
山
の
素
晴
ら
し
い
後
輩

に
も
出
会
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
が
ど
ん
な
時

で
も
、
支
え
、
励
ま
し
て
く
れ
た
後
輩
た
ち
に
は
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

後
輩
た
ち
へ
、
残
り
の
学
生
生
活
を
充
実
し
た
も
の

に
す
る
た
め
に
も
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
、
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
様
々
な
人
と
出
会
い
な
が
ら
そ
れ
を

自
分
の
成
長
の
糧
と
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

私
が
中
国
か
ら
日
本
に
来
て
５
年
が
経
ち
ま
し
た
。

日
本
で
は
様
々
な
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ば
か

り
か
、
沢
山
の
友
人
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私

が
日
本
の
生
活
に
慣
れ
て
な
く
て
大
変
な
時
に
色
々
支

え
て
く
れ
て
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。

留
学
生
の
皆
さ
ん
、
生
活
が
ま
だ
慣
れ
な
い
上
に

色
々
と
忙
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
日
本
の
文
化
や
交
流

が
で
き
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
見
逃
さ
ず
に
ど
ん

ど
ん
触
れ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
人
々
と
の
繋
が
り
を

持
て
た
こ
と
は
、
一
生
の
宝
物
で
す
。

大
学
４
年
間
は
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
っ
た

と
感
じ
ま
す
。
最
初
は
大
学
の
勉
強
が
と
て
も
不
安
で

し
た
が
、
先
生
方
や
周
り
の
友
人
が
親
切
で
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん

や
様
々
な
国
の
友
達
と
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
異

文
化
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
充
実
し
た
学
生
生

活
で
し
た
。

私
は
留
学
の
お
陰
で
、
様
々
な
こ
と
を
体
験
で
き
て

自
分
に
自
信
を
持
ち
、
こ
れ
か
ら
社
会
人
の
一
員
と
し

て
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

タカモリ ケイスケ

高守 桂佑さん
�長崎県
本学附属高校
�工学部
機械工学科
��メモリード

ハシグチ ナオ コ

橋口 直子さん
�大分県
明豊高校
�工学部
機械工学科
�神奈川県中学校
教員

コウ ホウ

黄 芳さん
�中国
�人間環境学部
環境文化学科
��東京セントラル
バソロジーラボラ
トリー東京

ミヤザキユウイチロウ

宮嵜友一郎さん
�長崎県
創成館高校

�工学部
経営システム工学科

�越智産業�

テツモト カズ キ

鉄本 和樹さん
�沖縄県
宜野湾高校

�人間環境学部
環境文化学科

�長崎船舶装備�

テ オ チ ュ イ ン

TEOH CHUI ING さん
�マレーシア
�工学部
経営システム工学科

��タケシマ
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ドット状触媒層の有効性を示す模式図�

塗工法�

スクリーン印刷�

水分／燃料�

水分／燃料�
浅い亀裂；水分やガスの供給がうまく行なわれない�

再現性のある深い亀裂を作る方法は？�

触媒体をドット状に形成する�

深い亀裂；水分やガス供給が円滑に行なわれる�

電極�

電解質膜�

白金坦持カーボン�

橋本祐子著
（工学部
共通教育センター

准教授）

長
崎
県
は
「
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

パ
ー
ク
構
想
」
を
掲
げ
、
佐
世
保
市

ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
の
パ
ー
ク
内
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
、
消
費
が
完
結
す
る

「
地
産
地
消
の
ク
ロ
ー
ズ
ド
シ
ス
テ

ム
」
を
構
想
。「
大
規
模
太
陽
光
発

電
」
や
「
ソ
ー
ラ
ー
シ
ッ
プ
」
な
ど

を
計
画
し
て
い
る
。

こ
の
計
画
で
「
化
石
燃
料
を
使
用

し
な
い
電
気
推
進
旅
客
船
」と
、「
環

境
に
や
さ
し
い
電
動
小
型
レ
ジ
ャ
ー

ボ
ー
ト
（
電
動
ミ
ニ
ボ
ー
ト
）」
の

開
発
が
進
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
実
験

船
の
製
作
で
本
学
工
学
部
船
舶
工
学

科
の
中
尾
浩
一
准
教
授
が
基
本
設
計

を
行
っ
た
。

電
気
推
進
旅
客
船
の
実
験
船
（
Ａ

Ｌ
Ｋ
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｒ
）
は
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ

ス
�
、
前
畑
造
船
�
、
長
菱
制
御
シ

ス
テ
ム
�
、
さ
せ
ぼ
パ
ー
ル
シ
ー
�
、

安
田
産
業
汽
船
�
、
長
崎
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
、
長
崎
総
合
科
学
大
学

が
「
ク
リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
シ
ッ
プ
実

行
化
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
開
発
に

あ
た
り
、
電
動
ミ
ニ
ボ
ー
ト
は
ハ
ウ

ス
テ
ン
ボ
ス
�
、
�
西
日
本
流
体
技

研
、
長
崎
総
合
科
学
大
学
が
開
発
に

あ
た
っ
た
。

実
験
船
は
３
月
２１
日
に
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
内
ホ
テ
ル
デ
ン
ハ
ー
グ
前
の

船
着
場
で
報
道
関
係
者
へ
公
開
さ
れ
、

実
際
に
報
道
関
係
者
を
乗
せ
て
、
エ

ン
ジ
ン
音
の
静
か
さ
、
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
な
い
従
来
船
と
の
違
い
な

ど
を
体
感
し
た
。

船
舶
工
学
科
の
中
尾
准
教
授
の
基
本
設
計
し
た

実
験
船
が
公
開

記者へ説明する中尾准教授（左から２番目）

↓ 電動ミニボート

↑電気推進旅客船の実験船
（ALKMAAR）

Ｑ.

ど
の
よ
う
な
研
究
で
す
か

地
球
環
境
の
保
護
と
石
油
枯
渇
の
問
題
か
ら
、
家
庭
用
電
源
、
お
よ
び
車
載
用

電
源
と
し
て
急
速
に
期
待
が
高
ま
る
「
固
体
分
子
燃
料
電
池
（
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
）」。
し

か
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
が
高
価
で
あ
る
こ
と
や
耐
久
性
が
ま
だ
未
確
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
実
用
化
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。

こ
の
研
究
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ
の
改
良
に
関
す
る
研
究
の
う
ち
、
特
に
触
媒
層
形

成
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
み
、
触
媒
と
し
て
使
用
さ
れ
る
白
金
（Pt

）
を
ド
ッ

ト
状
に
し
、
ナ
ノ
カ
ー
ボ
ン
混
合
触
媒
と
の
併
用
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
電
気
的

な
性
能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
な
く
、
白
金
の
使
用
量
を０

.２１５
�

/�

ま
で
削
減

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｑ.

研
究
の
キ
ッ
カ
ケ

高
校
生
の
時
に
「
燃
料
電
池
の
本
」
を
読
ん
だ
こ
と
が
キ
ッ
カ
ケ
で
、
本
学
の

工
学
部
船
舶
工
学
科
へ
進
学
す
る
際
に
、
船
舶
へ
の
応
用
が
で
き
な
い
か
を
構
想

し
て
い
ま
し
た
。

入
学
後
、
電
気
電
子
工
学
科
の
奥
村
教
授
を
紹
介
さ
れ
、
現
在
ま
で
燃
料
電
池

の
研
究
に
６
年
間
を
費
や
し
て
き
ま
し
た
。

Ｑ.

こ
の
研
究
は
今
後
ど
の
様
に
生
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
か

こ
れ
ら
の
技
術
は
現
在
、
特
許
出
願
中
で
す
。
私
は
４
月
か
ら
大
分
の
造
船
所

で
機
関
艤
装
の
仕
事
に
就
き
ま
す
。
こ
の
た
め
私
自
信
の
研
究
は
こ
れ
で
最
後
に

な
り
ま
す
。

後
輩
た
ち
へ
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
を
も
と
に
、
長
時
間
使
用
可
能
で
、
耐
久
性

に
優
れ
た
燃
料
電
池
の
開
発
へ
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

修士論文発表

研究室のメンバー（写真：後列右）

九
州
水
辺
の
映
像
祭
で
小
柳
さ
ん
が

高
原
寛
記
念
賞
を
受
賞

映
像
美
術
作
品
「H

eA
rt

2007
N

agasaki

九
州
水
辺

の
映
像
祭
」
で
全
国
か
ら
公

募
。
９９
作
品
の
応
募
の
中
か

ら
、
小
柳
聡
也
さ
ん
（
大
学

院
生
）が「
高
原
寛
記
念
賞
」

を
受
賞
し
た
。『
身
近
な
祈
り
と
い
う
も
の

を
作
り
た
い
と
思
っ
た
。
便
利
な
も
の
が
さ

ら
に
便
利
な
も
の
に
取
っ
て
代
わ
る
変
化
の

激
し
い
世
の
中
で
、
長
崎
ら
し
い
路
面
電
車

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
。』

出
版
紹
介

■
『
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
最
小
福
祉
国

家
制
度
的
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
を
め
ざ
し
て
』

本
書
は
単
な
る
「
小
さ
な
政
府
」
論

を
超
え
た
、
人
間
が
生
き
る
た
め
の
ミ

ニ
マ
ム
な
制
度
構
想
。

人
間
に
と
っ
て
必
要
最
小
限
の
法
や

制
度
を
め
ざ
す
古
典
的
自
由
主
義
の
立

場
か
ら
、
あ
る
べ
き
「
最
小
・
福
祉
国

家
」
を
描
く
。

特集
「
時
代
を
か
け
る
」

「
地
域
に
根
ざ
し
た
」

研
究

研
究
テ
ー
マ

「
固
体
高
分
子
型
燃
料
電
池
用
触
媒
層
形
成
技
術
に
関
す
る
研
究
」

阿
南
悠
太
さ
ん

（
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程

環
境
計
画
学
専
攻

本
年
３
月
修
了
）
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熈公の寄進物がある札所�

平戸島八十八ヶ所順拝制定年（1846）�鳥居�灯籠�石祠�石碑�狛犬�各札所の石造物・建造物年代分布�

一
番
　
　
　
乙
宮�

札
所�

二
番
　
　
　
五
神
宮�

三
番
　
　
　
北
山
宮�

四
番
　
　
　
梅
ヶ
谷
津
・
稲
荷
社�

五
番
　
　
　
姫
宮�

六
番
　
　
　
大
山
村
・
不
動
尊�

七
番
　
　
　
千
里
ヶ
濱
・
不
動
尊�

八
番
　
　
　
照
日
宮�

九
番
　
　
　
喜
相
院
観
音
堂�

十
番
　
　
　
久
保
田
宮�

十
一
番
　
　
川
内
新
田
七
宮�

十
二
番
　
　
水
垂
・
妙
見
宮�

十
三
番
　
　
宝
亀
村
・
観
音�

十
四
番
　
　
宝
亀
村
・
亀
石
宮�

十
五
番
　
　
猿
田
彦�

十
六
番
　
　
法
相
寺
阿
弥
陀
佛�

十
七
番
　
　
木
場
・
観
音�

十
八
番
　
　
相
正
院
不
動
尊�

十
九
番
　
　
福
満
寺�

二
十
番
　
　
迎
紐
指
村
・
熊
野
権
現�

二
十
一
番
　
紐
指
村
・
妙
見
宮�

二
十
二
番
　
水
岳
地
蔵
尊�

二
十
三
番
　
十
牛
庵
不
動
尊�

二
十
四
番
　
風
香
寺
阿
弥
陀
佛�

二
十
五
番
　
慈
眼
寺
不
動
尊�

二
十
六
番
　
究
竟
堂
薬
師
尊�

二
十
七
番
　
矢
保
佐
宮�

二
十
八
番
　
大
河
原
・
地
蔵
尊�

二
十
九
番
　
船
木
村
・
矢
保
佐
宮�

三
十
番
　
　
津
吉
浦
・
恵
比
須
社�

三
十
一
番
　
万
弥
吉
宮�

三
十
二
番
　
津
吉
浦
納
屋
上
・
天
満
宮�

三
十
三
番
　
津
吉
皆
ヶ
浦
・
妙
見
宮�

三
十
四
番
　
長
泉
寺
薬
師
尊�

三
十
五
番
　
堂
之
内
鬼
王
宮�

三
十
六
番
　
堂
之
内
阿
弥
陀
佛�

三
十
七
番
　
志
自
岐
村
・
地
蔵
尊�

三
十
八
番
　
志
自
岐
村
・
八
幡
宮�

三
十
九
番
　
志
自
岐
山
中
宮
・
上
宮�

四
十
番
　
　
宮
之
浦
・
地
之
宮�

四
十
一
番
　
宮
之
浦
・
天
軍
社�

四
十
二
番
　
宮
之
浦
・
沖
之
宮�

四
十
三
番
　
潮
見
宮�

四
十
四
番
　
高
松
宮�

四
十
五
番
　
早
福
村
・
地
蔵
尊�

四
十
六
番
　
梶
和
宮�

四
十
七
番
　
八
龍
宮�

四
十
八
番
　
吉
田
村
・
熊
野
権
現�

四
十
九
番
　
屈
権
現�

五
十
番
　
　
と
ん
ほ
う
堂�

五
十
一
番
　
中
津
良
村
・
八
幡
宮�

五
十
二
番
　
浄
隆
寺
阿
弥
陀
佛�

五
十
三
番
　
白
岳
社�

五
十
四
番
　
神
島
宮�

五
十
五
番
　
糸
屋
村
・
観
音�

五
十
六
番
　
堤
村
・
観
音�

五
十
七
番
　
堤
村
・
浄
隆
寺�

五
十
八
番
　
飯
良
村
・
八
幡
宮�

五
十
九
番
　
飯
良
村
・
観
音�

六
十
番
　
　
根
獅
子
村
・
観
音�

六
十
一
番
　
白
濱
先
八
幡
宮�

六
十
二
番
　
若
宮�

六
十
三
番
　
明
性
寺�

六
十
四
番
　
高
棒
山
金
比
羅
宮�

六
十
五
番
　
高
越
村
・
鎮
守
大
明
神�

六
十
六
番
　
高
越
村
・
地
蔵
尊�

六
十
七
番
　
安
満
岳�

六
十
八
番
　
主
師
村
・
姫
宮�

六
十
九
番
　
主
師
村
・
地
蔵
尊�

七
十
番
　
　
足
軽
佛�

七
十
一
番
　
起
松
宮�

七
十
二
番
　
妙
見
寺
阿
弥
陀
佛�

七
十
三
番
　
虚
空
蔵
尊�

七
十
四
番
　
古
江
・
地
蔵
尊�

七
十
五
番
　
古
江
・
十
六
喜
尊�

七
十
六
番
　
薄
香
浦
・
妙
見
宮�

七
十
七
番
　
笠
下
朝
寝
神�

七
十
八
番
　
塩
浦
大
明
神�

七
十
九
番
　
神
崎
・
白
岳
社�

八
十
番
　
　
田
助
・
濱
尾
宮�

八
十
一
番
　
田
助
曲
・
金
比
羅
宮�

八
十
二
番
　
田
助
曲
・
清
正
公�

八
十
三
番
　
疱
瘡
宮�

八
十
四
番
　
鎌
倉
宮�

八
十
五
番
　
松
東
寺
尊
師
堂�

八
十
六
番
　
金
胎
寺
・
八
幡
宮�

八
十
七
番
　
崎
方
・
恵
比
須
社�

八
十
八
番
　
黒
子
島
・
弁
財
天�

番
外
　
　
　
小
富
士
尊�

現
在
亀
岡
神
社
に
合
祀�

現
在
亀
岡
神
社
に
合
祀�

現
在
岩
谷
神
社
に
合
祀�

現
在
風
香
寺
に
合
祀�

現
在
風
香
寺
に
合
祀�

現
在
雄
香
寺
に
合
祀�

現
在
雄
香
寺
に
合
祀�

古
江
十
六
神
社
内
に
あ
り�

現
在
所
在
不
明�

現
在
所
在
不
明�

現
在
所
在
不
明�

現
在
恵
比
須
神
社
に
合
祀�

現
在
和
多
津
美
神
社
に
合
祀�

上野誠司著
（人間環境学部
環境文化学科

講師）

小川保博、芝野由和
（共に工学部
共通教育センター
准教授）共訳

Ｑ.

ど
の
よ
う
な
研
究
で
す
か

「
平
戸
島
八
十
八
ケ
所
順
拝
」
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
第

１０
代
平
戸
藩
主
松
浦
煕
公
が
制
定
し
た
も
の
で
、
今
回
の
調
査
で
各
札
所
の
現
状

を
明
ら
か
に
し
、
他
の
八
十
八
ケ
所
と
の
比
較
や
現
代
版
の
「
平
戸
島
八
十
八
ケ

所
順
拝
」
の
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

番
外
を
入
れ
て
８９
ケ
所
が
あ
り
、
平
戸
城
下
か
ら
平
戸
島
の
海
岸
を
時
計
回
り

に
巡
り
な
が
ら
平
戸
城
下
へ
戻
る
。
現
在
ま
で
に
合
祀
さ
れ
た
札
所
も
あ
り
、
現

存
す
る
の
は
７８
ケ
所
。

札
所
に
は
目
印
と
し
て
「
何
番
目
か
」「
次
へ
の
距
離
」「
寄
進
者
」
を
示
す
石

柱
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

煕
公
は
単
に
順
拝
を
制
定
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
に
参
詣
で
き
る
よ
う
に

ル
ー
ト
や
札
所
を
整
備
し
、
札
所
は
景
色
の
良
い
場
所
が
多
く
、
景
色
を
見
て
も

ら
う
観
光
目
的
で
制
定
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
て
い
る
。

Ｑ.

研
究
の
キ
ッ
カ
ケ

指
導
さ
れ
た
山
田
由
香
里
先
生
が
以
前
平
戸
市
役
所
に
勤
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
平
戸
商
工
会
議
所
か
ら
依
頼
を
受
け
て
調
査
研
究
を
始
め
ま
し
た
。

山
田
先
生
の
運
転
で
実
際
に
札
所
に
訪
れ
、
番
外
を
含
む
８９
ケ
所
の
配
置
図
、

平
面
図
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
、
大
学
で
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
使
っ
て
図
面
化
し
、
各
札
所
の
石

造
物
・
建
造
物
を
年
代
別
に
分
布
化
し
ま
し
た
。（
下
図
）

Ｑ.

こ
の
研
究
は
今
後
ど
の
様
に
生
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
か

「
平
戸
島
八
十
八
ケ
所
順
拝
」
が
制
定
さ
れ
た
江
戸
時
代
後
期
『
旅
』
は
娯
楽
で

あ
り
楽
し
み
で
し
た
。
藩
主
松
浦
煕
公
が
制
定
に
あ
た
り
、
平
戸
島
の
寺
社
を
巡

り
な
が
ら
、
島
内
の
自
然
景
観
や
歴
史
史
跡
を
く
ま
な
く
見
る
よ
う
に
意
図
し
た

こ
と
が
今
回
の
調
査
で
う
か
が
え
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
を
も
と
に
制
定
後
の
平

戸
の
歴
史
を
新
し
い
札
所
と
し
て
「
現
代
版

平
戸
島
八
十
八
ケ
所
巡
り
」
プ
ラ

ン
を
、
平
戸
の
全
島
観
光
の
一
つ
と
し
て
提
案
。
ま
た
、
こ
の
研
究
は
２
０
０
８

年
度
の
平
戸
商
工
会
議
所
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
来
年

２
月
に
は
長
崎
ピ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

後列左から：徳永さん、島袋さん、一瀬さん、白石さん
前列左から：木村さん、山田先生

■
『
日
本
語
に
お
け
る
空
間
表
現
と
移

動
表
現
の
概
念
意
味
論
的
研
究
』

本
書
は
ア
メ
リ
カ
の
理
論
言
語
学
者

R
ay
Jackendoff

に
よ
っ
て
提
唱
さ

れ
た
概
念
意
味
論
に
立
脚
し
つ
つ
、
幾

つ
か
の
理
論
的
修
正
と
、
意
味
を
表
示

す
る
「
概
念
構
造
」
の
形
式
に
関
す
る
、

複
数
の
適
格
性
制
約
を
新
た
に
提
案
し
、

日
本
語
の
空
間
・
移
動
表
現
の
分
析
を

通
じ
て
、
そ
れ
ら
の
提
案
の
妥
当
性
を

検
証
し
た
。

■
『
ド
イ
ツ
過
去
の
克
服
〜
ナ
チ
独
裁

に
対
す
る
１
９
４
５
年
以
降
の
政
治

的
・
法
的
取
り
組
み
〜
（
叢
書
ベ
リ

タ
ス
）』

ヒ
ト
ラ
ー
独
裁
の
歴
史
は
、
終
わ
っ

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
今
日

ま
で
続
く
、
罪
の
克
服
と
罪
の
抑
圧
の
、

葛
藤
の
た
え
な
い
歴
史
な
の
で
あ
る
。

戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
、
ヒ
ト
ラ
ー
独

裁
と
そ
の
犯
罪
の
諸
結
果
と
の
政
治

的
・
法
的
取
り
組
み
を
解
説
。

研
究
テ
ー
マ

■
平
戸
島
八
十
八
ケ
所
順
拝

の
調
査
研
究

〜
江
戸
時
代
に
制
定
さ
れ
た
全
島
め
ぐ
り
の
現
状
〜

一
瀬
将
範
さ
ん
、
白
石
将
平
さ
ん

■
新
た
な
平
戸
観
光

〜
現
代
版
平
戸
島
八
十
八
ケ
所
巡
り
の
提
案
〜

徳
永
慎
二
さ
ん

■
平
戸
島
八
十
八
ケ
所
順
拝
の
特
徴

〜
他
の
八
十
八
ケ
所
巡
拝
と
の
比
較
検
討
を

と
お
し
て
〜

島
袋
祥
平
さ
ん

情報学部発行
「情報学部のツボ」
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学
位
取
得
者

ブライアン・Ｆ・バークガフニ

Braian・F・
Burke-Gaffney 氏

学
位
論
文
題
目

【
概

要
】

学
位
取
得
者

ヒヨク ケンタロウ

比翼 謙太郎氏

学
位
論
文
題
目

【
概

要
】

学
位
取
得
者

キタ ヒロシ

喜多 宏司氏

学
位
論
文
題
目

【
概

要
】

学
位
取
得
者

セキグチ ヒロキ

関口 啓貴氏

学
位
論
文
題
目

【
概

要
】

学
位
取
得
者

サトウ コウイチ

佐藤 宏一氏

学
位
論
文
題
目

【
概

要
】

博博博博博博博博博博
士士士士士士士士士士
学学学学学学学学学学
位位位位位位位位位位
授授授授授授授授授授
与与与与与与与与与与

「
ウ
ォ
ー
カ
ー
家
の
足
跡
調
査
に
も
と

づ
く
長
崎
居
留
地
の
通
史
的
研
究
」

こ
れ
ま
で
、
長
崎
外
国
人
居
留
地
に

関
す
る
研
究
は
、
建
築
学
的
・
経
済

的
・
政
治
的
側
面
を
強
調
す
る
傾
向
が

あ
り
、
外
国
人
の
元
居
留
者
に
関
す
る

足
跡
調
査
は
少
な
い
。
本
論
文
で
は
、

修士論文を発表する吉田さん

「
造
船
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
マ
ニ
ュ

フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
実
用
化
に
関
す

る
研
究
」

韓
国
の
躍
進
や
中
国
の
台
頭
に
よ
る

競
合
と
価
格
競
争
、
高
技
能
者
の
高
齢

化
と
い
っ
た
、
わ
が
国
造
船
業
が
抱
え

る
問
題
を
克
服
し
、
日
本
造
船
業
が
こ

れ
か
ら
も
健
全
な
競
争
力
優
位
を
維
持

し
、
発
展
し
続
け
る
こ
と
を
目
的
に
、

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
に
よ
る
「
船
づ
く

Ｑ.

ど
の
よ
う
な
研
究
で
す
か

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
展

に
大
き
く
貢
献
し
た
技
術
と
し
てFlash

が
上
げ
ら
れ
る
。

こ
の
研
究
は
、Flash

の
新
た
な
可
能
性
と
し
て
、Flash

A
ctionScript

のB
it-

m
apD

ata

処
理
や
ル
ー
プ
フ
レ
ー
ム
処
理
を
用
い
て
様
々
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像

処
理
を
行
う
方
法
を
検
討
し
、
サ
ー
バ
ー
サ
イ
ド
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
こ
れ
ら
の
技

術
を
応
用
す
る
こ
と
で
、
ブ
ラ
ウ
ザ
上
で
動
作
す
る
高
度
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
対
話

型
の
Ｗ
ｅ
ｂ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
実
現
を
目
指
し
た
。

Flash

を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
、Flash

Player

の
普
及
率
が
高
く
（
イ
ン
ス

ト
ー
ル
率
９５
％
以
上
）、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
相
性
が
よ
く
、
Ｏ
Ｓ
な
ど
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
依
存
し
な
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
、
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
環
境
さ
え
あ
れ
ば
特
別
な
シ
ス
テ
ム
を
必
要
と
し
な
い
こ
と

も
特
徴
で
す
。

Ｑ.

研
究
の
キ
ッ
カ
ケ

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
に
興
味
が
あ
り
、
本
学
へ
入
学
し
ま
し
た
。

工
学
部
機
械
工
学
科
（
情
報
制
御
工
学
コ
ー
ス
）
に
お
け
る
卒
業
研
究
は
「
三
次

元
Ｃ
Ｇ
を
用
い
た
「Flash

」
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
擬
似３

D
W

eb

コ
ン
テ
ン

ツ
の
開
発
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
研
究
を
し
ま
し
た
。

そ
の
継
続
し
た
研
究
の
中
で
、Flash

を
使
っ
て
新
し
い
使
い
方
が
で
き
な
い

か
、
ま
た
、
３
Ｄ
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

Ｑ.

こ
の
研
究
は
今
後
ど
の
様
に
生
か
さ
れ
て
い
き
ま
す
か

今
回
の
研
究
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
基
礎
技
術
に
つ
い
て
の
研
究
で
、
技
術
の
確

立
を
行
っ
た
わ
け
で
す
。

他
大
学
な
ど
で
「
３
Ｄ
の
ミ
ッ
ク
ス
」
や
「A

R
ToolK

IT

」
の
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
技
術
や
、
ア
イ
デ
ア
で
新
し
い
も
の
が
作
ら
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す

の
で
、
こ
の
先
は
後
輩
た
ち
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
モ
ジ
ュ
ー
ル
概
念
の
船
舶
機
関
室
設

計
へ
の
適
用
に
関
す
る
研
究
」

我
が
国
の
造
船
業
の
ベ
テ
ラ
ン
設
計

者
の
加
速
度
的
な
減
少
と
、
韓
国
、
中

国
で
の
造
船
業
の
躍
進
と
い
う
現
在
の

状
況
に
お
い
て
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
や
軽

量
化
の
み
な
ら
ず
、
品
質
向
上
、
機
能

向
上
、
納
期
短
縮
等
に
つ
な
が
る
効
果

的
な
設
計
手
法
で
あ
る
�
モ
ジ
ュ
ー
ル

化
の
設
計
手
法
�
の
考
え
方
に
つ
い
て

「
Ｃ
Ｇ
空
間
内
で
の
移
動
に
お
け
る
時

空
間
の
心
理
特
性
」

わ
れ
わ
れ
は
生
活
を
通
し
て
空
間

（
物
理
的
空
間
）
の
中
を
あ
ち
こ
ち
動

き
回
る
が
、
そ
の
時
わ
れ
わ
れ
が
感
じ

る
心
理
的
な
距
離
、
速
度
、
時
間
は
物

理
的
な
距
離
、
時
間
、
速
度
と
必
ず
し

も
一
致
し
な
い
。
本
論
文
で
は
物
理
的

空
間
内
を
移
動
し
た
際
の
時
空
間
の
心

理
特
性
を
視
覚
情
報
を
変
化
さ
せ
て
調

「
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
の
長
期
耐
用
評
価
技
術
に

関
す
る
研
究
」

日
本
は
海
に
囲
ま
れ
た
海
洋
国
家
で

あ
り
、
造
船
業
は
輸
送
手
段
を
確
保
す

る
上
で
最
も
重
要
な
産
業
の
一
つ
で
あ

る
が
、
韓
国
、
中
国
と
の
競
争
に
お
い

て
技
術
優
位
を
維
持
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
日
本
造
船
業
の
強
み
を
生
か

し
た
今
後
の
戦
略
と
し
て
、
解
析
技
術
、

「F
la
s
h
A
c
tio
n
S
c
rip
t

を

用
い
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
映
像

処
理
に
関
す
る
研
究
」

吉
田
大
介
さ
ん

（
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士
課
程

電
子
情
報
学
専
攻

本
年
３
月
修
了
）

研
究
テ
ー
マ

実験１ 動体感知

実験２ 色感知

実験３ ネットワーク通信の応用
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日
本
の
海
運
業
に
著
し
い
貢
献
を
し
、

尚
長
崎
居
留
地
の
著
名
な
住
民
だ
っ
た

ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
（W

ilson
W

alker

）
と
ロ
バ
ー
ト
・
Ｎ
・
ウ
ォ
ー

カ
ー
（R

obert

・N

・W
alker

）
兄
弟
と

彼
等
の
子
孫
に
つ
い
て
、
詳
細
に
わ
た

る
履
歴
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ

の
研
究
分
野
に
人
間
的
要
素
を
加
え
た
。

さ
ら
に
、
１９
世
紀
後
半
か
ら
２０
世
紀
初

頭
の
日
本
の
近
代
化
に
、
長
崎
居
留
地

と
居
留
者
た
ち
が
果
た
し
た
役
割
を
明

ら
か
に
し
、
太
平
洋
戦
争
後
に
旧
長
崎

居
留
地
の
建
物
等
に
関
す
る
情
報
と
融

合
し
た
こ
の
個
人
デ
ー
タ
と
人
類
学
的

情
報
を
、
歴
史
的
建
造
物
保
存
及
び
地

域
経
済
活
性
化
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う

に
利
用
で
き
る
か
に
関
し
て
考
察
し
た
。

２月９日�、シンポジウム「環境活動と地域づくり」を人間環境学部
の学生地域活動グループ「ＩＳＯの家」の主催で開催した。
会場はシーサイドキャンパス２１２教室。田上富久長崎市長、綾部健氏
（橘小学校区自治会連合会会長）、野上敏子氏（長崎市宿町自治会会長）

をパネラーとしてお迎えし、地域の
方々や、学生、教職員が参加して、
環境活動や地域づくりについて考え
た。

■田上長崎市長講演
「環境活動を通した地域づくりに
期待すること」と題して、『「地域づ
くり」はとても大事なテーマ。地域

の中にはいろんな力があることが見
直され、地域がもっと力を発揮しな
ければいけない時代になってきた。
環境活動は、目に見えやすい活動で
とても大きな意味がある』ことを阪
神大震災や長崎の環境活動の具体例
を紹介して講演した。

■「ＩＳＯの家」地域活動グループ
報告
人間環境学部環境文化学科４年の中村祥子さんがシーサイドキャンパ
スにおける環境管理活動や、宿町自治会と協働で行う、リサイクル資源
回収活動など、「ＩＳＯの家」地域活動グループの活動について報告した。

■パネルディスカッション
人間環境学部環境文化学科３年の高山幸樹さんがコーディネーター。
３人のパネラーにそれぞれの活動内容や課題、学生へ期待することなど
に議論を交わした。

［意見の抜粋］
●子ども達が大学で学び育って、その中で知的な財産がこの町に蓄えられて
いく。大学の存在をもう一度みんなで見直し、町の中にどうやって生かし
ていくかは私たち長崎市民にとって大事な問題だと思う。

●長崎の中で人と人、地域と地域、企業と行政など、いろんな繋がりを作っ
ていくことがとても大事。長総大の活動は正にど真ん中に位置づけられる。
その流れや方向をはっきりさせることがすごく大事です。

●「地域づくり」学生さんに関わってもらいたい。恐いもの知らずで、失敗
してもやってみる。どんどん先駆けて思ったことを提案し、やってみる。

●もっとも大切な「あいさつ」をして下さい。今までせっかく日本人が築い
てきた礼儀正しい、嘘をつかない、世界中に好かれる人間になって欲しい。

●学生さんとはお父さん、お母さん的な存在として家族的な付き合いができ
たらいいなと思っています。

り
改
革
」
を
重
要
な
課
題
と
し
た
。
こ

の
船
づ
く
り
改
革
に
は
、
ま
ず
、
生
産

の
資
源
で
あ
る
、
人
・
設
備
・
モ
ノ
を

効
率
的
に
運
用
す
る
努
力
で
あ
り
、
そ

れ
に
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
仕

組
み
を
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
統
合
し
、
一
層
の
効
率

化
を
実
現
す
る
こ
と
。

ま
た
、
コ
ア
生
産
技
術
に
Ｉ
Ｔ
を
組

み
込
む
こ
と
に
よ
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
暗

黙
知
か
ら
形
式
知
へ
の
変
換
を
行
い
、

デ
ー
タ
が
一
元
管
理
さ
れ
た
設
計
・
製

造
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｔ

を
活
用
し
た
生
産
の
仕
組
み
に
関
わ
る

変
革
に
は
、「
デ
ジ
タ
ル
マ
ニ
ュ
フ
ァ

ク
チ
ャ
リ
ン
グ
の
実
用
化
」
が
必
須
で

あ
る
と
考
え
、
こ
の
道
筋
を
示
し
、
こ

の
有
効
性
を
明
ら
か
に
し
た
。

述
べ
る
と
と
も
に
、
船
舶
の
機
関
室
設

計
へ
の
適
用
を
検
討
・
実
用
化
し
た
成

果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

船
舶
の
機
関
室
は
、
建
造
工
作
の
難

易
度
が
高
く
、
艤
装
に
関
す
る
仕
事
量

が
多
い
。
そ
の
た
め
、
如
何
に
し
て
短

期
間
に
艤
装
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
出

来
る
か
で
、
工
期
短
縮
の
可
否
が
決
ま

る
。
ま
た
、
近
年
は
環
境
面
か
ら
、
次
々

と
規
制
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
機
関
室

に
新
た
な
機
器
を
装
備
す
る
こ
と
が
要

求
さ
れ
、
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
に

な
る
こ
と
か
ら
、
機
関
室
機
器
の
コ
ン

パ
ク
ト
化
が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
機
関
室
設
計
に
モ

ジ
ュ
ー
ル
化
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
新

し
い
技
術
革
新
と
な
り
得
る
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
空
間
内

で
の
様
々
な
条
件
を
統
制
す
る
た
め
、

Ｃ
Ｇ
空
間
を
利
用
し
た
。
ま
た
Ｃ
Ｇ
空

間
内
に
入
り
込
む
感
覚
を
出
す
移
動
映

像
で
は
、
経
路
脇
に
配
置
し
た
物
体
の

数
（
密
度
）
を
変
化
さ
せ
、
密
度
が
及

ぼ
す
時
空
間
の
各
心
理
量
へ
の
影
響
を

心
理
実
験
に
よ
り
調
べ
た
。
密
度
の
高

―
低
に
つ
い
て
は
、
実
空
間
に
お
け
る

市
街
地
―
郊
外
、
都
市
計
画
に
お
い
て

の
植
樹
の
際
の
木
々
間
隔
、
店
舗
に
お

け
る
商
品
陳
列
の
間
隔
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
。

《
参
考
》

こ
れ
ら
の
学
位
論
文
は
製
本
さ
れ
、
本
学
図
書
館
、
お
よ
び
国
立
国
会
図
書

館
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【橘小学校区連合自治会】
■２００６年１２月NPO法人たちばなを設立
■橘小学校区の地域内の住民相互及び
近隣の公共的団体との連携の強化を
図り、生活及び社会環境の整備とと
もに安全対策の推進に積極的に貢献
し、地域住民の各種の高度な技術や
優れた経営感覚をもった人的資源を
集約し活用することによって地域の
活性化を図り社会・文化の発展に寄
与することを目的に活動している。

■地域清掃、青色回転灯装着車両によ
るパトロール、古紙等の回収事業を
行う

【宿町自治会と「ISOの家」】
■人間環境学部の学生地域活動グルー
プ「ISOの家」は宿町自治会の会員

■宿町自治会と協働で地域清掃、古紙
や廃油回収、携帯電話講習会などを
行う

■学園祭には宿町自治会の方々が企画
参加した

材
料
開
発
な
ど
の
要
素
技
術
と
と
も
に
、

国
内
船
主
と
の
関
係
を
生
か
し
た
Ｌ
Ｃ

Ｖ
（L

ife
C

ycle
V

alue

：
生
涯
価
値
）

向
上
技
術
、
す
な
わ
ち
長
期
耐
用
技
術

に
よ
る
船
舶
の
付
加
価
値
向
上
が
一
つ

の
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
、
高
付
加
価
値

で
あ
り
日
本
造
船
所
の
技
術
が
生
か
し

易
い
、
独
立
タ
ン
ク
型
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船
（
液

化
天
然
ガ
ス
運
搬
船
）
を
対
象
に
、
Ｌ

Ｃ
Ｖ
向
上
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

田上市長と「ISOの家」、宿町自治会員の記念
撮影（写真上） および懇談の様子（写真下）

シンポジウム
「環境活動と地域づくり」開催

田上市長

野上氏

高山さん

綾部氏

司会の南里さん
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TOPICS
TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS TOPICS

TOPICS TOPICS

TOPICS

TOPICS

本
学
工
学
部
の
船
舶
工
学

科
が
、
日
本
唯
一
の
船
舶
工

学
科
と
し
て
、
長
崎
県
が
発

行
す
る
広
報
誌
『
長
崎
県
の

日
本
一
・
世
界
一
』
の
最
新

版
（
平
成
２０
年
３
月
発
行
）

に
掲
載
さ
れ
た
。

３
月
２９
日
、

本
学
で
、「
第

５
回
学
術
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
研
究
成
果

報
告
講
演
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。

平
成
１５
年
４
月

に
文
部
科
学
省
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

推
進
事
業
の
拠
点
と
し
て
「
学
術
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
と
高
度

利
用
技
術
の
研
究
」
を
テ
ー
マ
に
研

究
活
動
を
展
開
。

今
年
度
が
事
業
の
５
ヵ
年
目
に
当

た
り
、
研
究
成
果
等
を
報
告
し
た
。

老
朽
化

（
走
行
距
離

約
６７
万
�
）

の
た
め
昨
年

３
月
か
ら
運

転
を
休
止
し
、

佐
賀
県
の
老

人
福
祉
施
設

に
譲
渡
す
る

こ
と
と
な
り
、

２
月
２７
日
搬
送
さ
れ
た
。

施
設
で
は
入
居
者
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
用
具
保
管
庫
や
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
と

し
て
使
用
さ
れ
る
予
定
。

独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機

構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の
２
０
０
８
年
度
「
地

域
発
技
術
シ
ー
ズ
発
表
会
（
大
阪
大

会
）」
が
１
月
３１
日
、
２
月
１
日
に

開
催
。「
シ
ー
ズ
発
掘
試
験
」
の
研

究
が
評
価
さ
れ
、
本
学
工
学
部
電
気

電
子
工
学
科
の
奥
村
典
男
教
授
が

「
固
体
高
分
子
型
燃
料
電
池
使
用
量

の
大
幅
低
減
に
関
す
る
研
究
」
を

テ
ー
マ
に
発
表
し
た
。

超
伝
導
理
論
を
は
じ
め
と
す
る
物

性
物
理
学
の
研
究
を
行
う
本
学
大
学

院
新
技
術
創
成
研
究
所

加
藤
貴
准

教
授
の
論
文
�Intram

olecularring

current
in

（4
n+

2

）π
electronic

states
in

the
neutral

acenes

�
の
図

が
、Synthetic

M
etals

誌
（E

lsevier

Science

）の
表
紙
を
飾
る
図
に
採
用

さ
れ
た
。

１
月
７
日
、

長
崎
市
消
防
出

初
式
（
長
崎
市

消
防
局
主
催
）

に
お
い
て
、
本
学
が
長
崎
市
長
表
彰

を
受
け
、
表
彰
状
と
盾
が
授
与
さ
れ

た
。こ

れ
は
、
本
学
が
永
年
に
わ
た
り
、

地
元
の
消
防
団
隊
の
訓
練
場
所
や
、

昨
年
か
ら
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸

場
と
し
て
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
提
供

し
て
お
り
、
協
力
に
対
す
る
も
の
。

１０
月
２６
日
、

平
成
１９
年
度
第

１
回
全
学
Ｆ
Ｄ

講
習
会
を
開
催
。

自
己
点
検
・
評

価
運
営
委
員
会

委
員
長
の
貴
島

勝
郎
氏
が
「
認

証
評
価
に
つ
い
て
の
全
般
的
な
説

明
」
を
行
い
、
本
学
監
事
で
元
長
崎

県
教
育
長
の
清
浦
義
廣
氏
が
「
教
育

と
は
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。

１２
月
２０
日
、
平
成
１９
年
度
教
育
研

究
集
会
を
「
退
学
者
を
減
ら
す
教
育

方
法
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
各
方
面
か
ら

の
報
告
を
受
け
、
学
生
の
現
状
を
確

認
す
る
と
共
に
、
教
育
方
法
の
あ
り

方
や
手
段
、
学
生
へ
の
ケ
ア
な
ど
に

つ
い
て
検
討
し
た
。

１１
月
２９
日
、
平
成
１９
年
度
第
１
回

Ｓ
Ｄ
講
演
会
を
開
催
。
本
学
監
事
が

「
生
き
残
り
か
ら
新
た
な
発
展
へ
の

挑
戦
」
〜
大
学
経
営
管
理
職
員
の
重

要
性
〜
と
題
し
て
講
演
。

２
月
１９
・
２０
日
、
第
２
回
Ｓ
Ｄ
講

演
会
を
開
催
。
本
学
の
森
本
良
一
、

山
本
一
三
両
事
務
局
次
長
が
「
私
立

大
学
・
短
期
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
」（
日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
主
催
）
の
報
告
、
本
学

の
財
政
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

本
学
人
間
環
境
学
部
環
境
文
化
学

科
の
蒲
原
新
一
講
師
と
不
動
技
研
工

業
�
が
共
同
で
「
３
＋
（
ス
リ
ー
プ

ラ
ス
）
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
し
、
１２

月
２０
日
の
長
崎
新
聞
、
１
月
２１
日
の

日
刊
工
業
新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
。

こ
れ
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
管
理
や
Ｉ

Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
な
ど
を
行
う
Ｉ
Ｔ
の
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
。

電
気
電
子
工
学

科
の
辻
史
郎
教
授

と
学
生
「
エ
コ
の

会
」
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

（
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド
）
を
使
用
し
た

「
わ
さ
び
」
栽
培

の
研
究
を
し
て
い

る
。
わ
さ
び
は
環
境
に
対
し
て
極
め

て
敏
感
な
作
物
で
、
直
射
日
光
を
嫌

い
、
き
れ
い
な
水
が
常
に
流
入
す
る

場
所
が
栽
培
に
適
し
て
い
る
。

辻
教
授
ら
は
、
こ
の
環
境
を
研
究

室
に
手
作
り
で
設
け
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど

を
使
っ
て
栽
培
し
て
い
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

研
究
成
果
報
告

5

奥
村
典
男
教
授
が

地
域
発
技
術
シ
ー
ズ
発
表
会

で
発
表

加
藤
准
教
授
の
論
文
の
図

が
学
会
誌
の
表
紙
を
飾
る

消
防
協
力
で
長
崎
市
長
表
彰

3

蒲
原
新
一
講
師
と

不
動
技
研
工
業
�
が

共
同
開
発

◇
全
学
Ｆ
Ｄ
講
習
会

◇
教
育
研
究
集
会

◇
Ｓ
Ｄ
講
演
会

Ｌ
Ｅ
Ｄ
で

「
わ
さ
び
」
の
栽
培

4

7

6

8

9

1
日
本
唯
一
の

船
舶
工
学
科

長崎県のホームページで紹介
http://www.pref.nagasaki.jp/koho/plaza/no 1/

初
代
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
バ
ス

「
ク
リ
ー
ン
Ｎ
ｉ
Ａ
Ｓ
号
」

第
四
の
人
生
へ

2

#P#P14



TOPICS TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

TOPICS

４
月
１２
日
、
体
育
館
及
び
シ
ェ
ス

タ
広
場
で
、
新
１
年
生
を
迎
え
て
、

「
新
入
生
歓
迎
行
事
」（
学
生
自
治

会
主
催
）
を
賑
や
か
に
開
催
。
部
活

動
・
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
や
新
極
真
空

手
道
部
や
空
手
部
に
よ
る
演
舞
、
音

楽
部
に
よ
る
歓
迎
演
奏
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
っ
た
。

１
月
１５
日
、
金
子
長
崎
県
知
事
と

学
生
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
。
長

崎
県
の
支
援
を
受
け
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
た

「
長
崎
県
学
生
さ
ん
の
ま
ち
お
こ

し
・
地
域
づ
く
り
事
業
」
で
採
択
し

た
６
大
学
９
事
業
の
学
生
が
参
加
。

人
間
環
境
学
部
４
年
の
中
村
祥
子
さ

ん
ら
が
こ
の
半
年
間
の
活
動
成
果
な

ど
を
報
告
し
た
。

１２
月
２６
日
、
新
極
真
空
手
部
に
所

属
し
、
第
２２
回
九
州
交
流
空
手
道
大

会
で
、
一
般
中
級
の
部
で
第
３
位
に

輝
い
た
情
報
学
部
知
能
情
報
学
科
２

年
の
山
本
真
寛
さ
ん
と
、
九
州
水
辺

の
映
像
祭
で
高
原
寛
記
念
賞
を
受
賞

し
た
大
学
院
工
学
研
究
科
電
子
情
報

学
専
攻
１
年
の
小
柳
聡
也
さ
ん
（
本

誌
８
頁
で
紹
介
）
を
表
彰
し
た
。

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
企
画
展
な

が
さ
き
地
域
シ
リ
ー
ズ
「
五
島
の
教

会
群
」
に
お
い
て
、
本
学
工
学
部
建

築
学
科
の
卒
業
生
が
製
作
し
た
教
会

模
型
展
示
と
同
学
科
の
村
田
明
久
教

授
と
学
生
た
ち
が
製
作
し
た
教
会
天

井
を
再
現
展
示
し
た
。

１２
月
１５
日
、
長

崎
市
の
ベ
ル
ナ
ー

ド
観
光
通
り
で
開

催
。
本
学
の
学
生

が
イ
ベ
ン
ト
実
施

や
ブ
ー
ス
出
展
で

活
躍
し
た
。

長
崎
県
が
主
催

し
、
１２
月
が
地
球
温
暖
化
防
止
月
間

に
あ
た
り
、
地
球
温
暖
化
問
題
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
。

様
々
な
団
体
が
温
暖
化
防
止
活
動

等
に
関
す
る
環
境
ブ
ー
ス
を
出
展
、

パ
ネ
ル
展
示
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
等
に
よ
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
た
。

工
学
部
建
築
学
科
の
学
生
と
大
学

院
生
３６
名
が
、
ド
イ
ツ
・
パ
リ
で
の

海
外
研
修
を
実
施
。
こ
れ
は
、
同
学

科
の
科
目
「
建
築
学
海
外
研
修
」
で
、

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
渡
航
費
用
の

一
部
や
研
修
期
間
中
の
傷
害
保
険
な

ど
の
保
険
契
約
費
を
大
学
が
補
助
し

て
い
る
。

県
産
材
を
使
っ
た

木
工
品
づ
く
り
の
展

覧
会
「
Ｎ
３
Ｓ
ｔ

ｙ
ｌ
ｅ
展
覧
会
」

（
長
崎
木
と
文
化
の

研
究
会
主
催
）
を
長

崎
県
美
術
館
ア
ト
リ

エ
で
開
催
。

本
学
工
学
部
建
築
学
科
と
人
間
環

境
学
部
環
境
文
化
学
科
の
学
生
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
、
長
崎
県

林
務
課
、
家
具
・
木
工
業
の
専
門
家
、

ク
ラ
フ
ト
デ
ザ
イ
ナ
ー
等
が
参
画
し
、

共
同
で
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た
子
ど
も
部

屋
や
和
室
な
ど
６
点
を
製
作
、
展
示

し
た
。

３
月
１２
日
、
就

職
・
資
格
奨
励
金

の
交
付
式
が
あ
り
、

工
学
部
建
築
学
科

４
年
の
山
内
圭
輔

さ
ん
、
山
崎
健
治

さ
ん
が
地
方
公
務

員
警
察
官
�
類
に

合
格
。
ま
た
、
工
学
部
船
舶
工
学
科

３
年
の
久
保
山
喬
さ
ん
は
海
事
代
理

士
の
試
験
に
合
格
し
た
。

学
生
の
資
格
取
得
学
習
の
支
援
及

び
就
職
活
動
の
支
援
を
目
的
と
し
て
、

昨
年
度
よ
り
制
度
を
創
設
し
、
活
動

を
奨
励
し
て
い
る
。

大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
は
、
紀

要
や
所
報
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
公
開
。

本
学
図
書
館
に
常
設
、
Ｗ
ｅ
ｂ
配
信

し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ご
覧

下
さ
い
。

２
月
２２
日
、
本
学
近
隣
の
日
見
小

学
校
体
育
館
で
、
同
小
学
校
３
年
生

８１
名
と
本
学
留
学
生
８
名
と
の
交
流

会
を
開
催
。

こ
れ
は
同
小
学
校
の
総
合
的
学
習

の
一
環
で
、
小
学
校
側
か
ら
本
学
に

申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
で
毎
年
実
施

し
て
い
る
。

右：平和文化研究所所報 第２９集
左：情報科学センター所報 №１７
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迎
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催
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学
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の
教
会
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型
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５
日
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建
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外
研
修

ド
イ
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パ
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へ

（
２
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１０
日
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就
職
・
資
格
奨
励
金

交
付
式

小
学
生
と
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留
学
生

交
流
会

11

13

14

大
学
報
奨
金

後
援
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
賞

16

「
長
崎
県
地
球
温
暖
化

防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

で
本
学
学
生
が
活
躍

17

「
Ｎ
３
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ

展
覧
会
」学
生
が
参
加

（
１
月
２０
日
〜
２６
日
）

18

大
学
の
研
究
成
果
が

ま
と
め
ら
れ
る

19

15



編

集

後

記

◇
大
学
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ま
も
な
く
完
成

平
成
２１
年
度
入
学
生
の
た
め
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
５
月
に
完
成
。

今
回
、
雑
誌
風
に
し
、
ゼ
ミ
や
人

に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
紹
介
。
従
来
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
学
部
・
学
科
の

内
容
は
資
料
編
に
集
約
し
た
。

◇
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

〈
日

時
〉

�
７
月
２７
日（
日
）

�
９
月
２３
日（
火
）

�
１１
月
１
日（
土
）

※
１０
時
３０
分
〜
１５
時

（
受
付

１０
時
〜
）

〈
場

所
〉

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

＆
シ
ー
サ
イ
ド
キ
ャ
ン
パ
ス

〈
内

容
〉

■
模
擬
講
義

■
学
部
、
学
科
紹
介
・
見
学

■
学
食
体
験
（
無
料
）

■
進
学
相
談
会

ほ
か

〈
そ
の
他
〉

□
来
場
者
に
は
特
製
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト

□
無
料
送
迎
バ
ス
（
長
崎
市

内
ほ
か
）
を
運
行

◇
Ｆ
Ａ
Ｑ

（Frequently
A
sked

Q
uestions

）

大
学
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
の

中
で
、
頻
繁
に
尋
ね
ら
れ
る
質

問
を
８
項
目
に
分
類
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
し
た
。

入
試
に
関
す
る
こ
と
や
、
ど

ん
な
学
部
・
学
科
が
あ
る
の
か
、

進
路
・
就
職
な
ど
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
る
。

大
学
選
択
の
際
の
参
考
に
し

て
下
さ
い
。

２００９年度学生募集要項
本学はアドミッションポリシー（Ｐ２、３参照）を打ち

出し、入学生の募集を次の日程で行います。
詳細な内容、資料の請求は入試広報課までご連絡下さい。

◇問合せ・資料請求先
長崎総合科学大学入試広報課
〒８５１－０１９３ 長崎市網場町５３６ �０１２０－８０１－２５３

長
崎
市
総
合
防
災
訓
練
に
本
学
学
生

が
参
加
協
力
し
、
取
材
に
行
っ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
や
中
国
で
の
自
然
大
災

害
が
起
こ
っ
た
直
後
だ
け
に
、
我
々

も
日
頃
か
ら
災
害
発
生
へ
の
備
え
と

防
災
へ
の
意
識
を
高
め
て
お
く
必
要

性
を
よ
り
痛
感
し
た
訓
練
だ
っ
た
。

（
Ｔ
）

附
高
サ
ッ
カ
ー
部
は
小
嶺
教
授
が
総

監
督
と
な
り
、
コ
ー
チ
も
新
た
に
迎

え
、
ま
た
、
Ｖ
フ
ァ
ー
レ
ン
か
ら
の

選
手
派
遣
に
よ
る
指
導
と
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
き
り
、「
全
国
」
へ
の

期
待
が
高
ま
っ
て
く
る
。

技
術
の
面
だ
け
で
は
な
く
、
生
活
面

か
ら
の
指
導
は
朝
か
ら
の
清
掃
活
動

や
、
挨
拶
か
ら
も
伺
え
る
。
（
Ｉ
）

◇
造
大
愛
唱
歌
集

本
学
の
寮
歌
な
ど
愛
唱
歌
を

公
開
。「
寮
歌
」「
別
離
の
歌
」

は
歌
詞
と
共
に
歌
付
き
で
視
聴

で
き
る
。

ま
た
、「
覇
者
の
道
」「
造
大

節
」「
応
援
小
唄
」「
造
大
応
援

歌
」
は
歌
詞
を
紹
介
し
て
い
る
。

楽
曲
を
視
聴
す
る
際
は
、R

e
a
l

P
la
ye
r

や
、M

e
d
ia
P
la
ye
r

な
ど
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
再
生
ソ

フ
ト
が
必
要
で
す
。

このＱＲコードで
本学携帯電話ホームページにアクセスできます

定員
３５
５０
５０
５０
６０
６０
６０

学科〔コース〕
船舶工学科〔造船技術コース、海洋フロンティアコース〕
機械工学科
電気電子工学科〔電気電子工学科、医療電子コース〕
建築学科〔建築学科、住居学コース（女子のみ）〕
知能情報学科
経営情報学科
環境文化学科

学部

工 学 部

情 報 学 部

人間環境学部

推薦入試
後期

一般推薦

１１月２５日～１２月９日

１２月１３日

面接（個別）
小論文
（出願時提出：
６００～８００字）

長崎、福岡

３０，０００円

１２月１９日

前期
専門高校・
総合学科推薦

１１月１日～１１月１１日
１１月１５日 長崎のみ
１１月１６日 長崎を含む全会場

面接（個別）
自己推薦書
（出願時提出：
６００～８００字）

長崎、佐世保、五島、対馬、那覇、鹿児島、宮崎、
大分、熊本、佐賀、福岡、松山、広島、岡山、大阪、
名古屋、東京

１１月２１日

一般推薦

小論文
（出願時提出：
６００～８００字）

出 願 期 間

試 験 日

入 試
科 目 等

会 場

受 験 料

合 格 発 表

センター試験利用入試
後期

２月２３日～３月１３日

－

２科目
１．外国語（英、独、仏、中、韓）
英語のみリスニングテストを含む

２．地理歴史（世Ａ、世Ｂ、日Ａ、日Ｂ、地理Ａ、地理Ｂ）
３．数学�（数�、数�・数Ａ）
４．数学�（数�、数�・数Ｂ、工、情報）
５．国 語（国語）
６．理科�（理科総合Ｂ、生物�）
７．理科�（理科総合Ａ、化学�）
８．理科�（物理�、地学�）
９．公 民（現社、倫理、政経）

※学部・学科で入試科目や出題範囲が異なります。
詳細は、お問合せいただくか、大学のホームページでご確認ください。

１３，０００円
３月１９日

前期
１月７日～２月６日

－

３科目

２月１４日

一般入試
後期

２月１６日～３月３日

３月８日

２科目
■１時間目
１．国 語（国語総合（古文、漢文を除く））
２．理 科（物理�＋�、化学�＋�、生物�＋�）

■２時間目
３．数学�（数�＋数�＋数Ａ＋数Ｂ）
４．数学�（数�＋数Ａ）

■３時間目
５．外国語（英�＋英�＋リーディング）

長崎、鹿児島、福岡、
松山、広島、大阪、
名古屋、東京

２８，０００円
３月１３日

前期
１月７日～１月３０日

２月５日
２月６日

長崎、佐世保、五島、
対馬、那覇、鹿児島、
宮崎、大分、熊本、
佐賀、福岡、松山、
広島、岡山、大阪、
名古屋、東京

２月１４日

出願期間

試 験 日

入 試
科 目 等

会 場

受 験 料
合格発表

http://nias.jp/opencampus/index-j.html

http://nias.jp/faq/index.html

http://www.nias.ac.jp/music/

ＡＯ入試
ＡＯ（特待生）入試

後期

１２月１日～１月３０日

２月６日

面接（個別）

志望理由書
（出願時提出：６００～８００字）

本学

３０，０００円

２月１４日

前期

９月１日～１１月１１日

１１月１６日

１１月２１日

ＡＯ（双方向）入試

９月１日～３月１３日

随時

面接（個別）

志望理由書
（出願時提出：６００～８００字）

原則として本学

３０，０００円
２月１４日
３月１０日
３月１９日

１１月２１日
１２月１９日

出 願 期 間

試 験 日

入 試
科 目 等

会 場

受 験 料

合 格 発 表

■学部〔工学部・情報学部・人間環境学部〕
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